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 秋風が気持よく吹き、過ごしやすい季節になりました。 

秋から冬にかけては気温や湿度が低下することでウイルスが活発に活動し、感

染症にかかりやすくなります。特に子どもがかかりやすい感染症には、次のよう

なものがあります。インフルエンザ、RSウイルス感染症、ノロウイルス・ロタウ

イルスなどの感染性胃腸炎、溶連菌咽頭炎、マイコプラズマ肺炎。これらの感染

症は、飛沫感染や接触感染で広がるため手洗いや咳エチケット、 

ワクチン接種などの予防が大切です。また、気温の変化に体 

がついていけずに免疫が低下することで、感染症にかかりや 

すくなります。昼夜の気温差が大きいこの時期、健康面には 

十分注意しながら元気に過ごしていきましょう。 

  

 

 

 

 

 赤ちゃんの目は、生後すぐはぼんやりとしか見えていませんが、その後、1歳

までの時期は急速に「見る力」が発達します。３歳までには、多くの子どもが大

人と同じ程度（視力1.0）まで見えるようになります。見る力（視覚）はゆるや

かに発達し、6歳ごろには大人と同程度になります。 

 

 

 


